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第10回通常総会
～今年も表彰式、懇親会は中止～

　「今年は例年どおりの総会ができる。」と役員一同準備を進めていましたが、新型コロナ感
染拡大のため、急遽、表彰式、懇親会、講演会を中止し、大半の会員には委任状出席してい
ただき、役員等24名が集まり令和3年5月27日、第10回通常総会を開催しました。
　会場の岡山プラザホテルは感染防止対策を講じ、円滑な議事進行に努め1時間ほどで無事
終えました。
　令和２年度の事業報告では、新型コロナのため計画どおりの事業実施ができなかったが、
この機に協会の災害支援体制の強化の取組や仮置場設置訓練の参加等に重点的に取り組んだ
との報告があり、令和３年度事業計画では、感染防止対策を踏まえた事業計画の説明があ
りました。提出議案は、いずれも原案どおり承認され、辞任に伴う理事の補充選任で新たに 
１名の理事が選任されました。
　昨年に続き、協会長表彰を受賞された皆様、懇親会を楽しみにしていた会員の皆様には、
大変申し訳ない次第ですが、感染拡大防止のためとご理解を賜りたいと存じます。

開会挨拶　大塚会長

閉会挨拶　高谷副会長

議長　三好常任理事 司会　木下理事　
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令和３年度協会長表彰・連合会長表彰

　今年も新型コロナウイルス感染拡大のため、岡山県産業廃棄物協会長表彰及び全国産業資源循環連
合会長表彰の表彰式は中止となりましたが、次の皆様が受賞されました。

（一社）岡山県産業廃棄物協会会長表彰　受賞者（令和3年5月27日受賞）
表彰区分 所属支部 氏　名 会社名

功労者

岡 山 西 平林　　実 平林金属㈱

岡 山 中 央 畑　　英男 ㈲妹尾産業

倉 敷 南 高谷　耕治 ㈱高谷建設

津    山 寺門　　洋 エコシステム山陽㈱

優良事業所

岡 山 西 岡山砿油㈱ 岡山市南区海岸通

倉    敷 ㈱美建ビルサービス 倉敷市中庄

倉 敷 南 山本舗材㈱ 倉敷市児島下の町

津    山 ㈲スギサワテック 津山市河辺

優良従事者

岡 山 東 岩元　典義 牛窓港湾運輸㈱

岡 山 東 板野　　功 新岡山陸運㈱

岡 山 西 原尻　尚樹 ㈲光南台土建

岡 山 西 上岡　修身 児島興業㈲

岡 山 中 央 安藤　雄介 ㈲タカノリ産業

倉    敷 今井　秀行 Ｊ＆Ｔ環境㈱倉敷営業所

倉    敷 田中　慎二 山陽美業㈱

倉 敷 南 金谷　周三 ㈲ナカイチ

津   山 木下　智裕 ㈱ジェイピー有価物回収

令和３年度（公社）全国産業資源循環連合会長表彰　受賞者（令和3年6月18日受賞）
表彰区分 所属支部 氏　名 会社名

地方功労者 津 　 山 福井　太郎 ㈲フクイクリーン

地方功労者 倉 　 敷 古川　悦生 ㈱フルカワ商事

優良事業所 倉 敷 南 ㈱高谷建設 倉敷市児島柳田町

地方優良事業所 岡 山 中 央 妹尾産業㈲ 岡山市南区箕島

地方優良事業所 倉 　 敷 ㈱田中商会 倉敷市中島

優良従事者 岡 山 西 早瀬　達弘 岡山砿油㈱

� 受賞された皆様、おめでとうございました♪
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令和3年度の協会役員名簿
� 令和3年9月1日現在

役職 氏名 会社名 所属支部等

1 会 長 大塚　雅司 タマタイ産業㈱ 岡 山 中 央

2 副 会 長 泉　　正昭 泉建設㈱ 岡 山 西 支 部 長

3 副 会 長 高谷　耕治 ㈱高谷建設 倉 敷 南 支 部 長

4 副 会 長 吉田　　隆 エコシステム山陽㈱ 津 山 支 部 長

5 専務理事 岩本　充博 （一社）岡山県産業廃棄物協会 事 務 局 長

6 常任理事 松本　俊成 内海産業㈱ 岡 山 東 支 部 長

7 常任理事 藏本　　悟 ㈱西日本アチューマットクリーン 岡山中央支部長

8 常任理事 井上　正士 倉敷企業㈱ 倉 敷 支 部 長

9 常任理事 三好　員弘 ㈱アースクリエイト 井 笠 支 部 長

10 常任理事 平松　敬史 ㈱平松運輸 備 北 支 部 長

11 理 事 木下　聖士 新岡山陸運㈱ 岡 山 東

12 理 事 林　　大悟 ㈱日本資源開発社 岡 山 東

13 理 事 田中　大一 牛窓港湾運輸㈱ 岡 山 東

14 理 事 藤井　武士 ㈱岡清組 岡 山 西

15 理 事 井上　　實 ㈲井上設備 岡 山 西

16 理 事 片岡　重治 ㈲片岡久工務店 岡 山 西

17 理 事 石原　恵一 ㈲吉美 岡 山 中 央

18 理 事 中野　貞治 中野開発㈱ 岡 山 中 央

19 理 事 鈴木　俊一 キョクトウ㈲ 東 備

20 理 事 藤井　和夫 水島エコワークス㈱ 倉 敷

21 理 事 古川　悦生 ㈱フルカワ商事 倉 敷

22 理 事 富本　泰司 ㈱ビーシー工業 倉 敷 南

23 理 事 坂川　晃一 坂川建設鉱業㈱ 井 笠

24 理 事 岩元　　博 山陽環境開発㈱ 備 北

25 理 事 福田　　晃 エコシステムジャパン㈱岡山営業所 津 山

26 理 事 近堂　申洋 坂田砕石工業㈱ 津 山

27 理 事 田口　孝利 ㈱新岡山工業 津 山

28 監 事 小野　勝己 小野建設㈱ 岡 山 中 央

29 監 事 加藤　　聡 加藤聡税理士事務所 　
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新理事の紹介
○津山支部　福田　晃
　このたび第10回通常総会において、安井の後任として理事
に就任する事となりましたエコシステムジャパン㈱福田です。 
今後も協会発展の為、全力を尽くしてまいる所存です。皆様方
のご期待に添えますよう専心努力してまいりますので、前任者
同様のご指導ご鞭撻を賜ります様、お願い申し上げます。

令和３年度の委員会委員名簿� 令和3年9月1日現在
総務広報委員会・労働安全衛生委員会

委 員 長 岡 山 東 内海産業㈱ 松本　俊成
副委員長 備 北 山陽興産㈱ 大本　修身
委 員 岡 山 西 西日本マックス㈱ 川手　克則
委 員 岡山中央 ㈱西日本アチューマットクリーン 藏本　　悟
委 員 東 備 横山商事㈱ 横山　忠彦
委 員 倉 敷 ㈱田中商会 室山　敏彦
委 員 倉 敷 南 ㈱丸中 山口　陽平
委 員 井 笠 坂川建設鉱業㈱ 坂川　晃一
委 員 津 山 エコシステムジャパン㈱岡山営業所 福田　　晃
委 員 青年部会 ㈲吉美 石原　慎祐

災害廃棄物委員会	
委 員 長 倉 敷 南 ㈱高谷建設 高谷　耕治
副委員長 岡山中央 ㈱西日本アチューマットクリーン 藏本　　悟
委 員 岡 山 東 新岡山陸運㈱ 木下　聖士
委 員 岡 山 西 ㈲片岡久工務店 片岡　重治
委 員 倉 敷 倉敷企業㈱ 井上　正士
委 員 井 笠 ㈱アースクリエイト 三好　員弘
委 員 備 北 ㈱平松運輸 平松　敬史
委 員 津 山 エコシステムジャパン㈱岡山営業所 福田　　晃
委 員 津 山 竹藤建設㈱ 竹藤健太郎
委 員 青年部会 ㈱田中商会 田中　　剛
委 員 事 務 局 ㈱西日本アチューマットクリーン 岡野　英隆

岡山県産業廃棄物対策基金運営委員会
委 員 長 学 識 経 験 者 倉敷芸術科学大学　名誉教授 河邉誠一郎
副委員長 協 会 会 員 （一社）岡山県産業廃棄物協会　会長 大塚　雅司
委 員 行 政 関 係 者 岡山県　循環型社会推進課　課長 千田　元久
委 員 行 政 関 係 者 岡山市　産業廃棄物対策課　課長 横山　卓生
委 員 行 政 関 係 者 倉敷市　産業廃棄物対策課　課長 大江　　宏
委 員 協 会 会 員 （一社）岡山県産業廃棄物協会　常任理事 井上　正士
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　協会では、平成30年7月豪雨災害の経験を踏まえ、岡山県（以下「県」という。）と締結している「災
害時における廃棄物処理の協力に関する協定」（以下「協定」という。）に基づく災害廃棄物処理業務（以
下「災害業務」という。）の運用体制強化に取り組み、市町村から協力要請を受ける連絡窓口の設置や、
災害廃棄物委員会と支部が連携した初動体制の整備等を進め、このたび協会における災害廃棄物処
理の対応方針及び初動対応手順を取りまとめたので、その概要を紹介します。
　協会では、被災市町村と協議しながら他の協力団体と連携し、災害廃棄物の迅速かつ適正な処理
に努めて参りたいと考えています。

災害廃棄物委員会

～岡山県産業廃棄物協会における
　災害廃棄物処理の初動対応について～

　�協会は、被災地からの災害廃棄物の早期撤去のため、県との協定に基づき被災市町村
から要請のあった収集運搬、仮置場管理、処分先への搬出・処分等の災害業務を行う。

　�協会は、災害業務を被災市町村から受託し、会員の協力を得て実施する。

　�迅速な初動対応を行うため、県と協議し、協会内に被災市町村から協力要請を受ける
連絡窓口を設置する。

　�要請直後の現地調査及び被災市町村との協議は、災害廃棄物委員会が被災地を管轄す
る支部（以下「地元支部」という。）と連携して行う。

　�各支部に災害業務を行うチームを作り災害時に備える。なお、支部単独のチーム編成
ができない場合は、他の支部の協力を得て体制を構築する。

　�災害時、地元支部だけでは対応できない場合は、他支部が応援する。

　�災害業務に参加する会員、提供可能な車両、重機等の資機材、処分先の産業廃棄物処
理施設等の状況を把握し災害時に備える。

　�災害業務に関し、市町村、県及び協会で定期的に連絡会議を開催し災害時に備える。

　�大規模災害時、会員だけでは対応できない場合を想定し、広域連携体制を整備する。

要請の受理

・�市町村からの協力要請は地元支部の連絡
窓口員が受け、地元支部の災害廃棄物委
員に連絡する。

市町村へ連絡・現地調査の調整

・�地元支部の災害廃棄物委員は市町村に連絡し、
現地調査及び市町村協議の日程を決め、災害廃
棄物委員会、地元支部、協会事務局に連絡する。

協会における災害廃棄物処理の対応方針

協会における災害廃棄物処理の初動対応手順

1 2
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処理体制の構築等
・�災害廃棄物委員会は地元支部と連携し、受
託業務が迅速かつ適正に行える処理体制
（収集運搬体制及び仮置場管理体制等）を構
築する。

①収集運搬事務所の設置
�・�災害廃棄物委員会は地元支部と連携し収集運搬事務所を設置し、参加会員と連絡
を取りながら収集運搬体制を確立する。

＜収集運搬業務を受託した場合＞

＜仮置場管理業務を受託した場合＞
①仮置場の整備、管理事務所の設置
�・�災害廃棄物委員会は地元支部と連携し、仮置場のレイアウトや搬入時間等を市町村
と協議した上で場内整備及び仮置場管理事務所を設置する。

・�仮置場管理事務所は交通誘導員等の手配、災害廃棄物マニフェストの作成等を行い、
協会事務局から提供される情報をもとに、参加会員と連絡を取りながら仮置場管理
体制を確立する。

②仮置場管理業務の指示、管理
・�仮置場管理事務所は市町村と協議し、業務に必要な重機、作業員、事務員等の参加
者を決定し、参加会員に「仮置場管理作業指示書」を、市町村等に「仮置場管理作
業参加者名簿」を送付する。

・�仮置場管理事務所は市町村と協議し、処分先を決定し、処分を行う会員に「災害廃
棄物処分依頼書」を送付し、市町村等に「災害廃棄物処分先名簿」を送付する。

・�仮置場管理事務所は、仮置場から処分先に搬出する際は「災害廃棄物マニフェスト」
を交付する。

・�仮置場管理事務所は、作業開始前に参加者を確認し、当日の作業を指示し、作業状
況を巡回点検し写真を撮り、作業終了後は翌日の指示を行い、「仮置場管理事務所
日報」を作成し、市町村等に提出する。

・�仮置場管理事務所は、災害廃棄物の積上げ高さや温度の管理、環境保全対策を徹底
する。

・�仮置場管理事務所は、悪天候等により市町村から搬入中止の指示があった場合は、
飛散防止措置等必要な対策を講じた上で搬入を中止する。

②収集運搬業務の指示、管理
・�収集運搬事務所は市町村と協議し、翌日の参加者を決定し、参加会員に「収集運
搬作業指示書」を、市町村等に「収集運搬作業参加者名簿」を送付する。

・�収集運搬事務所は、運搬車両の集合場所で参加車両及び運転手を確認し、当日の
作業を指示する。

・�収集運搬事務所は、重機の配置場所で参加重機及びオペレータを確認し、当日の
作業を指示する。

・�収集運搬事務所は、作業状況を見回り作業の終了を確認し「収集運搬作業実績簿」
を作成し、市町村等に送付する。

・�収集運搬事務所は、悪天候等により市町村から作業中止指示があった場合は、参
加会員に周知等する。

現地調査及び市町村協議
・�災害廃棄物委員会は地元支部と連携し、現
地調査及び市町村協議を行い受託業務の範
囲を決定する。
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対策会議の開催
・�会長は、災害業務に係る重大な事項を協議
するため対策会議を開催する。
　　一　契約単価、会員への支払単価
　　二　被災市町村との委託契約
　　三　広域連携協定に基づく再委託
　　四　�環境省、全国産業資源循環連合会の

対応
　　五　支部を超えた実施体制
　　六　その他災害業務に関する重大な事項
・�対策会議は、常任理事会及び災害委員会の
構成員等で組織する。

協会事務局の役割
・協会事務局は次の業務を担う。
　　一　�協定に基づく県への報告、協会内の連

絡調整
　　二　�被災市町村との見積、契約、報告、請

求事務
　　三　広域連携協定に基づく再委託事務
　　四　外注業者との契約、支払事務
　　五　参加会員への支払事務
　　六　全会員を対象とした緊急調査
　　七　処理状況のとりまとめ
　　八　�産業廃棄物処理施設における災害廃棄

物処理に係る施設手続きの助言等
　　九　�収集運搬事務所、仮置場管理事務所に

おける事務に関する助言等
　　十　�その他災害業務に係る事務に関するこ

と

処分先の施設手続き
・�一般廃棄物処理施設で災害廃棄物の処分を行う会員は、協会事務局に一般廃棄物処
理施設の許可証等の写しを送付する。

・�産業廃棄物処理施設で災害廃棄物の処分を行った会員は、法に規定する一般廃棄物
処理施設手続きを行い、協会事務局に手続き完了の書面を送付する。

参加会員の責務
・災害業務に参加した会員は「業務日報」を作成し保存する。
・災害廃棄物の処分を行った会員は、帳簿を作成し保存する。

7 8
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※�標準的な処理単価、初動対応で使用する各種様式も定めています。
※�災害廃棄物処理に当たっては、廃棄物処理法を遵守し、「岡山県災害廃棄物処理計画」及び
「市町村災害廃棄物処理計画」等に沿って業務を実施します。

令和3年度岡山県災害廃棄物仮置場設置訓練の実施
今年11月、県主催の災害廃棄物仮置場設置訓練（実地訓練）が真庭市で実施されます。当協
会はこの訓練に全面的に参加協力することとし、地元津山支部及び災害廃棄物委員会が中
心となり準備を進めています。新型コロナ下ではありますが、津山支部の会員様には訓練
への参加についてご協力いただき、その他の会員の皆様には見学研修会を予定しています
ので、よろしくお願いします。

お知らせ
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全国産業資源循環連合会の動き
～振興法案の概要について～

　産業廃棄物処理業は昭和45年の廃棄物処理法により誕生し、事業活動から排出される産業廃棄物の
委託処理を通じて日本の産業社会を長らく支え、令和2年に満50年を迎えた。産業廃棄物の年間発生
量は4億トンで、一般廃棄物の約9倍に上っている。
　産業廃棄物処理業は、悪貨が良貨を駆逐するといわれた以前の構造から、排出事業者の処理責任の
強化と優良認定制度の導入により、良貨が悪貨を駆逐する構造へと転換が進みつつある。さらに、循
環型社会の実現と低炭素社会への寄与のため、産業廃棄物処理業界が担う役割は重要となっており、
産業廃棄物処理の単なる「受け手」から、産業廃棄物から資源やエネルギーを製造する「創り手」へ
と変貌する必要がある。また、災害時の廃棄物の処理の担い手として、さらに、途上国における廃棄
物処理を人的・技術的に支える者として、より公的な役割も期待される。
　しかし、産業廃棄物処理を担う企業はほとんどが中小企業で、このようなニーズや期待に応えるに
は、人材の育成、技術の向上、事業の成長と高度化といった面で困難なことが多い。排出事業者の良
きパートナーとして安心して処理委託を受ける処理業者にとどまらず、資源循環を促進する産業として、
業そのものの本格的な振興が必要である。
　このような状況に鑑み、（公社）全国産業資源循環連合会では、産業廃棄物処理産業（処理企業）の人
的な側面、技術的な側面等を全体として底上げしながら、適正な競争環境の下で成長し信頼される事
業者を造り出していくために必要な振興法案について、平成26年から検討を始め、このたび「産業資
源の循環的な利用を促進するための産業廃棄物処理産業の振興に関する法律案」を取りまとめた。

　振興法案では、産業資源の循環的な利用を促進するため
　　1.　廃棄物処理法の下にある産業廃棄物処理産業が社会に対して何をすべきか
　　2.　広く事業者や国民に、費用負担や再生品の利用など求めることは何か
　　3.　国が基本方針を定めるほか、国や地方公共団体に何を措置してもらうか
　　4.　全国産業資源循環連合会のような全国団体は産業廃棄物処理産業に何をすべきか
について、産業廃棄物処理業者が取り組むべき9つの責務と産業廃棄物処理業者の取組を支える産業
廃棄物処理産業団体の設置、産業廃棄物処理業界（産業廃棄物処理産業）による国及び地方公共団体
の施策への協力と行政からの支援等を定めています。産業廃棄物処理業者の責務には、人材育成、労
働安全衛生のみならず地球温暖化対策や海外技術協力等の地球規模の課題についても規定しています。

　次ページの資料を参照してください。
　振興法案の条文及び詳細な説明は、連合会ホームページに掲載されています。

https://www.zensanpairen.or.jp/outline/

9

事業報告



NEWS

10



NEWS

11



12

行政NEWS

岡山県の産業廃棄物排出状況等
（令和元年度実績） 

　岡山県では、平成29年３月に策定した第４次岡山県廃棄物処理計画に基づき、産業廃棄物の排出抑
制及び循環的利用の推進に取り組んでいますが、令和元年度に県内で発生した産業廃棄物の排出、処
理状況等の調査結果が取りまとまりました。

【排出状況】
　排出量は5,583千ｔで前年度（5,691千ｔ）に比べて約1.9％減少しました。
　種類別排出量では、汚泥が3,102千ｔ（排出量全体の55.6％）と最も多く、次にがれき類が767千ｔ（同
13.7％）、ばいじんが534千ｔ（同9.6％）でした。
　業種別排出量では、製造業が3,098千ｔ（同55.5％）と最も多く、次に電気・水道業が1,590千ｔ（同
28.5％）、建設業が809千ｔ（同14.5％）でした。

 　　 

　　　　　【第４次岡山県廃棄物処理計画の目標との比較】
　排出量、再生利用率及び最終処分量すべての指標において、第４次岡山県廃棄物処理計画の目標を
達成しました。

平成26年度実績
（基準年）

平成30年度実績
（参考） 令和元年度実績 令和２年度目標

（第４次廃棄物処理計画）

排　 出　 量 5,525千ｔ 5,691千ｔ 5,583千ｔ 5,649千ｔ以下

再 生 利 用 量 2,399千ｔ
（43.4％）

2,606千ｔ
（45.8％）

2,625千ｔ
（47.0％）

－
45.4％以上

減 量 化 量 2,808千ｔ
（50.8％）

2,780千ｔ
（48.8％）

2,683千ｔ
（48.0％）

－
－

最 終 処 分 量 318千ｔ
（5.8％）

305千ｔ
（5.4％）

273千ｔ
（4.9％）

303千ｔ以下
－

注：各欄記載の割合は、排出量に対する割合

 第４次岡山県廃棄物処理計画の目標達成を継続すべく、
産業廃棄物の排出抑制及び循環的利用のより一層の取組をお願いします。

岡山県からのお知らせ
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　前号でお知らせしましたとおり、大気汚染防止法が改正され令和３年４月１日から一部が施行され
ました。
　これに伴い、令和３年３月に石綿含有廃棄物等処理マニュアルも改定され、これまで石綿含有仕上
塗材が除去され廃棄物となったものについては、施工方法により特別管理産業廃棄物である廃石綿等
と（普通）産業廃棄物である石綿含有産業廃棄物に区分されていましたが、全て石綿含有産業廃棄物
として取り扱うことなどが変更されています。

１　石綿含有仕上塗材が廃棄物になったものの区分
吹付工法で施工された
石綿含有仕上塗材

吹付工法以外で施工された
石綿含有仕上塗材

変更前 廃石綿等
石綿含有産業廃棄物

（「がれき類」又は「ガラスくず・コンクリートくず（が
れき類を除く。）・陶磁器くず」）

変更後
石綿含有産業廃棄物※1

・一部の工法 　で除去されたものは「汚泥」
・�それ以外の工法により除去されたものは「がれき類」又は「ガラスくず・コンクリートくず（がれき類

を除く。）・陶磁器くず」

※１�　内装仕上げに用いられる石綿含有ひる石吹付け材及び石綿含有パーライト吹付け材は従前どおり「廃石綿等」に該当
※２　高圧水洗工法、剥離剤を用いる工法等により泥状の状態で除去されるものが該当

２　石綿含有仕上塗材が廃棄物になったものの取扱方法
　比較的石綿の飛散性の高いおそれのあるものとして次の措置等が追記されました。
　⑴排出
　　・耐水性のプラスチック袋等により二重でこん包すること
　　・こん包の前に固型材、薬剤による安定化等の措置を講ずることが望ましい
　⑵収集・運搬
　　・二重こん包のまま運搬すること
　⑶最終処分
　　・袋又は容器等に入れたまま埋立を行うこと
　　・重機等によりその袋又は容器等を破損しないよう留意すること

３　その他
　石綿含有成形板のうち石綿含有けい酸カルシウム板第１種が切断・破砕されて廃棄物になった
ものや除去時に用具又は器具等に付着した石綿含有廃棄物等についても、比較的石綿の飛散性の
高いおそれのあるものとして、こん包して廃棄物の露出がないようにすることが追記されました。

石綿含有廃棄物等処理マニュアルが 
改定されました！

岡山県からのお知らせ

※2
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　目　的
　プラスチックは非常に便利な素材ですが、海洋プラスチックごみ問題等の環境問題が世界的な課題となっています。
その対策として、昨年の７月にレジ袋の有料化がスタートしたほか、今年の６月にはプラスチック資源循環促進法が
成立し、来年の４月から施行される予定です。そのため、県内でもプラスチックごみの排出抑制、リサイクル等が求
められていることから、岡山県では、事業者による主体的なプラスチックごみ削減の取組促進を目的とし、プラスチッ
ク３Ｒを宣言する事業所を募集しています。

　宣言事業所の特典
　特典１：岡山県のホームページで３Ｒ宣言事業所として紹介します。　　
　特典２：宣言事業所には登録証を交付するほか、ＰＲツールを提供します。　

　申込方法
県のホームページから申込用紙（EXCELファイル）をダウンロードし、
必要事項を入力の上、下記事務局の申込用アドレスに送付してください。

※木の登録証を選択した場合、紙の登録証は交付しません
※PRツールには数に限りがあります

【お問合せ・申込先】
《事務局》公益財団法人岡山県環境保全事業団　〒701-0212 岡山市南区内尾665-1
ＴＥＬ：０８６－２９８－２１２２　　ＦＡＸ：０８６－２９８－２４９６
申込用アドレス：junkan@kankyo.or.jp

岡山県からのお知らせ

県内の企業のみなさんのご応募をお待ちしています！

登録証

木の登録証
間伐材のマウスパッドと

ファイルのセット

PRツール（いずれか１つを選択）

のぼり旗
※ポールと台は

ありません

おかやまプラスチック３Ｒ宣言事業所
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岡山県からのお知らせ

第５次岡山県廃棄物処理計画を
策定します

１　計画策定の背景

　岡山県では、廃棄物の減量化、リサイクルや適正処理の推進等の施策を総合的かつ計画的に進める
ため、岡山県廃棄物処理計画（第１次計画：平成13年度～17年度、第２次計画：平成18年度～22年度
及、第３次計画：平成23年度～27年度、第４次計画：平成28年度～令和２年度）を策定してきたとこ
ろですが、第４次計画策定以降、国において令和７年度の廃棄物の排出量等の目標が示されるとともに、
食品ロス削減推進法やプラスチック資源循環促進法の成立など、新たな課題に向けた取組が進められ
ているところです。
　こうしたことを受け、県においても今年度中に第５次岡山県廃棄物処理計画を策定することとして
います。

２　計画の概要（案）
⑴ 計画の期間
　令和３年度から令和７年度の５年間
⑵ 計画の内容
　現状と課題を整理、抽出した上で、これまでの計画の達成状況や廃棄物処理をめぐる状況の変化、
国の基本方針などを踏まえながら、本県における将来予測を行った上で、目標の設定や目標達成に向
けた基本施策の方向性や取組を検討します。
　また、新たに、本計画における食品ロス削減の取組を、食品ロス削減推進法に基づく「岡山県食品
ロス削減推進計画」として位置付けます。

［将来予測・目標設定項目］
　排出量、リサイクル率、最終処分量　など

［基本施策］
　�排出者（事業者）責務の徹底・強化、排出抑制と循環的利用の推進、廃棄物処理施設の計画的な整

備の促進、災害廃棄物の適正かつ円滑・迅速な処理等への備え　など

３　策定スケジュールについて
　今後、11月頃を目途に素案を作成し、おかやま県民提案制度（パブリック・コメント）などにより
県民の皆様方からいただいた御意見等を考慮しながら、本年度中に策定、公表する予定です。
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プラスチック資源循環法の概説
環境省中国四国地方環境事務所資源循環課

　先の通常国会で「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」（令和3年法律第60号。以下「プ
ラスチック資源循環法」という。）が、衆議院・参議院共に全会一致で可決・成立しました。本法のポ
イントを以下に概説します。

■プラスチック全体の資源循環を促進
　海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題、諸外国のプラスチックごみ輸入規制強化等を契機として、
国内におけるプラスチックの資源循環の機運が高まっていきました。
　こうした動きに対応して、多様な物品に使用されているプラスチックに関し、包括的に資源循環体
制を強化する必要があり、2019年5月に「プラスチック資源循環戦略」を策定しましたが、これを具
現化する新たな法制度が必要でした。
　このため、プラスチック資源全体を徹底的に循環させるために、サプライチェーンや使用実態が千
差万別の製品分野を超えてプラスチックに特化した新法が策定されました。

H30.6
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■ライフサイクル全体に関与する様々な主体の取組を促進
　プラスチック資源循環の一層の強化に向けては、事業者、消費者、国、地方公共団体等のすべての
関係主体が適切な役割分担の下でそれぞれが積極的に取り組むことが重要です。
　具体的には、事業者としては、①製造事業者は、プラスチックの使用量削減やリサイクルの促進に
資する環境配慮設計に取り組むこと、②販売・提供事業者は、プラスチック使用製品の過剰な使用を
抑制するため消費者へのプラスチック使用製品の販売・提供方法を工夫すること、③製造・販売事業
者は、自ら製造・販売したプラスチック使用製品の自主回収・リサイクルを率先して行うこと、④排
出事業者は、自ら排出するプラスチック廃棄物の排出の抑制及びリサイクルすることなどです。
　また、市町村は、家庭から排出されるプラスチック使用製品を分別回収して、リサイクルすること、
消費者は、プラスチック使用製品の過剰な使用を抑制しつつ、使用したものについて事業者及び市町
村双方の回収ルートを適切に選択して分別排出し、またリサイクル材を使った製品を使用すること、
国は、プラスチックの資源循環の促進等のために必要な資金の確保等を行い、都道府県は市町村に対
し必要な協力を行うなどです。
　さらに、事業者、消費者、国、地方公共団体等の関係主体が連携を強化し、プラスチック資源循環
に関する施策を一体的に進め、相乗効果を高めていくことが重要です。
　こうした考えの下、プラスチック資源循環法では、以下の図のとおり、プラスチック使用製品の製
造から使用、廃棄までのライフサイクルの各段階に関与するあらゆる主体における資源循環の取組を
促進するものとなっています。

H30.6



令和１年度・令和２年度の
ヒヤリ・ハット事例調査結果について

（一社）岡山県産業廃棄物協会　労働安全衛生委員会　委員長
内海産業株式会社　代表取締役　松本　俊成

　労働安全委員会の委員長を仰せつかっております、岡山東支部長の松本でございます。会員の皆様

方には日頃より労働安全衛生の重要性に関しましてご理解とご協力を頂いております事に厚く御礼申

し上げます。

　さて、我々産業廃棄物業界の労働災害の現状は大変厳しいものとなっております。全産業の度数で

比較※しますと飛び抜けて高いものとなっている事をご理解ください。また、死傷者数は年々増加し、

特に令和2年の死亡者は26名と近年では過去最高となっております。事故の型別では墜落・転落・挟

まれ巻き込まれ・転倒の順で50％を超えます。年齢別では40～60歳以上が75％を占めています。事業

規模では10～29人の中小零細企業が全体の約35％と最も多くなっています。

　経営者は従業員を労働災害から守る義務があります。何をどうすればよいか分からないという方は、

先ず「ヒヤリハットの抽出と対策」に取り組んでみませんか。必ず成果は上がるはずです。ゼロ災を

目指して取り組んで参りましょう。

　ご安全に！！

※（公社）全国産業資源循環連合会　安全衛生委員会　資料参考
　https://www.zensanpairen.or.jp/disposal/safety/

はじめに
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◆排出事業所　◆転落転倒事例
NO キーワード 状況 対応

1 シート掛け

脱着式コンテナ車（アームロール車）に廃棄
物を積んだ後、飛散防止のためのネット掛
け作業を実施していたとき、雨でコンテナ
ネットともに濡れていてネット越しにコン
テナの縁に足をかけた際にスタッフがバラ
ンスを崩し転倒しそうになった。

特に雨天時など滑りやすい場所や状況（今
回の場合、コンテナの縁と安全靴の間にネ
ットを挟んだ）を改めて部署内で共有した。

2 シート掛け
廃棄物をコンテナボックスに入れ飛散防止
ネットをかけるとき、コンテナボックスの
縁に足を掛けたら滑ってボックスから転落
しそうになった。

コンテナボックスにネットをかけるときは、
引っかけ棒を使用しネットを広げるように
した。

3 積下し

積下ろし作業で、足元に汚泥が多少あるこ
とを気にせず行動していたら、滑って転倒
しそうになった。

靴底に汚れが付着し滑りやすくなっていた
ので、靴底の付着物を取り除き汚泥等のな
いスペースで作業を再開した。目視で危険
個所を避けることが大切であることを社内
で共有した。

4 荷均し
解体工事現場の積込み作業で、積み荷を均
すため荷台を移動したとき、足を踏み外し
転倒しそうになった。

足元の悪い作業環境下では、安全を最優先
に慎重に行動することが大切なことを再確
認した。

5 荷均し
排出事業所を回り、荷物を正整理するため
荷台に乗り、足元がよく見えない中、踏み
込んだとき、足をひねり転送しそうになった。

荷台で作業するときは、先ず足元の収集物
を整理し安全確保をしながら行うことを再
確認した。

6 フォークリフト
フォークリフトで廃棄物を移動中、脚立げ
に上がっていた作業員に気づかず運転手が
操作したので、作業員が転落転倒しそうに
なった。

声掛けと安全確認の徹底を社内で行った。

◆排出事業所　◆衝突接触事例
NO キーワード 状況 対応

7 重機
バックホウによる積込み作業で、作業員が
バケットに手で小物を入れていたとき、オ
ペレーターが不意にバケットを動かしたた
め接触しそうになった。

重機を動かすときは、オペレーターはクラ
クションで合図、手元作業員は顔をあげ離
れて手を上げ合図することを社内で徹底し
た。

8 重機 重機でコンクリート殻を積込み中、重機の
運転席側に落下してきてヒヤッとした。

重機の積込み位置を高くして視界を確保し
作業を行うこととした。

9 重機
積込みのとき、玉掛者が吊り荷に接近し重
機オぺレーターの死角に入り接触しそうに
なった。

目視と声掛けの合図を行うことを徹底して
作業行動に入るようにした。

岡山県産業廃棄物協会での主なヒヤリ・ハット事例紹介
（令和１年度、令和2年度調査結果から抜粋　38事例）
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◆排出事業所　◆飛来落下事例
NO キーワード 状況 対応

10 積込
積込みのとき、手元が滑り足元に荷が落下
し危うく足を怪我する所だった。

常に細心の注意を払い、安全靴の着用を強
化し、無理をせず協力要請をすることを社
内で周知徹底した。

◆排出事業所　◆その他事例
NO キーワード 状況 対応

11 手分別
殺傷

木くずを処分場に持っていくため、縛って
あるテープを取ろうとしたら、出ていた釘
で手を切創しそうになった。

出ている釘は、抜くか折り曲げるよう事業
者に協力を依頼した。

12 積込
腰痛

積込作業で、箱をパレットに乗せようと持
ち上げたとき、思った以上に重く腰を痛め
そうになった。

積込み作業は2人で行っているので、無理
せず2人で持ち上げることにした。

◆道路　◆衝突接触事例
NO キーワード 状況 対応

13 追越し
運搬中、前走の軽トラがゆっくり道の左側
に寄ったので右側を追い越そうとしたとき、
突然軽トラが右にハンドルを切ったので接
触しそうになった。

軽トラは道の狭い道に入るため一旦左に寄
ったのを私が勘違いして追い越しをかけて
しまったようで、思い込み運転はしないよ
う再確認した。

14 合流
運搬中、コンビニから道路に出るとき、入
ってくる車がウインカーを上げ減速したの
で道に出ようとしたら、相手の車が急に直
進したのでぶつかりそうになった。

相手の動きをよく確認し、相手に進路を譲
るように心がけることとした。

15 割込み

運搬中、追い越し車線を走行中の乗用車が
急減速して前に割込み、その後続けてトラ
ックが通過し、追突しそうでヒヤッとした。

その日の安全会議でヒヤリ事例として報告
し、類似のヒヤリが発生しないよう分岐点
では特に周囲に注意するよう周知した。ま
た遭遇した場所を地図に落として確認し情
報を共有した。

16 飛出し
運搬中、一方通行の見通しが悪い住宅街を
徐行していたら、脇道からスマホ運転の自
転車が突然横断してきてヒヤッとした。

スマホ運転が多いので予測運転の大切さを
再認識した。

17 飛出し
運搬中、2車線道路の右側車線を走ってい
るとき、渋滞している左側車線の間から突
然車が飛び出してきてヒヤリとした。

渋滞していても、間から車やバイク・人な
ど飛び出してくるかもしれないと思って運
転することとした。

18 信号無視
運搬中、一方通行の信号待ちをしていたと
き、青になったので行こうとしたら前から
大型トラックが信号無視をして突っ込んで
きたのでヒヤッとした。

信号が青になっても、自分の目で見て安全
を確認して運転することとした。

19 センターライン�
オーバー

運搬中、見通しの悪いカーブで、対向車が
センターラインを大幅にはみ出してきたの
でヒヤリとした。

対向車があるときは、速度を落とし、どん
なことにも対応できるよう走ることとした。

岡山県産業廃棄物協会での主なヒヤリ・ハット事例紹介
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（令和１年度、令和2年度調査結果から抜粋　38事例）

◆積替保管場所　◆衝突接触事例
NO キーワード 状況 対応

20 積下し
車両扉

観音扉タイプのダンプが積下し後発進した
とき、扉をロックをし忘れて振られた扉が
付近で作業をしていた作業員に接触しそう
になった。

運転席ハンドル付近に、「ゲートロック確認」
の表示を設け、周知徹底した。

◆中間処理場　◆転落転倒事例
NO キーワード 状況 対応

21 場内の油 事業場の床に油が落ちていて、従業員が滑
って転倒しそうになった。

床の油を洗浄した。ほかの場所の床も油が
ついていないか確認して洗浄した。

22 シート掛け
トラックのシート掛け作業していたとき、
雨でシートが濡れていて滑って転落しそう
になった。

無理な体勢では行わない。滑りにくい素材
の靴を履くこととした。

23 重機乗込み
重機に乗り込むとき、夜露で濡れた階段で
滑りバランスを崩して転倒しそうになった。

階段にすべり止めのテープを貼り、手摺を
必ず持ち足元に十分に注意するよう周知徹
底した。

24 階段昇降
階段を昇降しているとき、塗装した後の階
段が滑りやすくなっていて転倒しそうにな
った。

階段に滑り止めテープを取り付け、手摺を
しっかり持つよう周知した。

25 手選別 仕分け作業中、PPバンドやロープの切れ端
などに足をとられて転びそうになった。

細長いものや滑りやすいものは、早めに片
付け足元から片づけるようにした。

26 フォークリフト
雨で場内が濡れていてフォークリフトから
降りたとき、滑ってバランスを崩し転倒し
そうになった。

三点支持で降りるよう周知徹底した。

27 重機
コンクリート殻のバックホウ作業時に、コ
ンクリートガラを整えずに上に乗った時に
ぐらっと揺れて転倒しそうになった。

バックホウが乗る所を水平に整えて作業し
た。

◆中間処理場　◆衝突接触事例
NO キーワード 状況 対応

28 重機
タイヤショベルをバックしたときに、ダン
プトラックにぶつかりそうになった。

作業時にバックするときは前後左右の確認
をしっかりと行う。タイヤショベル優先が
原則であるが、お互いに譲り合う余裕をも
って作業することを社内で徹底した。

29 重機
廃材受入時、後退してきたダンプトラック
に気づかず重機と接触しそうになった。

事務所から無線機でダンプトラックが入場
してくることを重機オペレーターにその都
度連絡するよう徹底した。

30 重機

ゴミ分別作業員とコンガラ小割作業中の重
機が接触しそうになった。

重機作業半径内立ち入り禁止を徹底し、止
むを得ず作業半径内に入る場合は重機オペ
レーターに合図を送り完全に重機が停止し
たことを確認することを作業員に周知徹底
した。
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31 重機積込
ダンプ前方に配置していたバックホウが深
ダンプに木質チップを積込もうとしたとき、
バックホウがダンプの運転席側から旋回し
てしまい接触しそうになった。

ダンプ後方にバックホウを配置して積込む
よう徹底した。

32 重機
バックホウで小割をするため旋回したとき、
ダンプが荷下ろしをしていて接触しそうに
なった。

バックホウの作業半径内は立ち入り禁止の
看板、カラーコーンを設置し、バックホウ
の作業半径内は入れないよう徹底した。

◆中間処理場　◆飛来落下事例
NO キーワード 状況 対応

33 フォークリフト
フォークリフトが場内移動中、硬質プラス
チックのパイプを踏みパイプが破損し飛び
散り、近くで作業していた作業員にあたり
そうになった。

常に場内の整理を心掛け、特に硬質系のも
のは手で拾い一か所に集めるよう徹底した。

34 手選別
手選別ベルトコンベアのホッパーにバック
ホウで投入しているとき、廃棄物の中にあ
った塩ビ管が割れ手選別作業員の方へ飛散
しヒヤリとした。

バックホウのパケットと手選別作業員の間
にアクリル板とゴムシートで仕切りをした。
オペレーターと手選別の作業員に周知徹底
した。

◆中間処理場　◆挟まれ巻き込まれ事例
NO キーワード 状況 対応

35 アームロール
アームロームで箱を引上げたとき、死角に
いた作業員が挟まれそうになった。

引上げ時には人払いをし、クラクションを
ならすよう徹底した。発進時にもクラクシ
ョンをならすようにした。

◆中間処理場　◆その他事例
NO キーワード 状況 対応

36 事務所
殺傷

受付中にホッチキスが詰まり、詰まった芯
を取り除こうとしたところ指に刺さった。

事務所でも安全衛生に十分配慮するよう再
確認した。

37 手選別
殺傷

不透明袋に回収された空瓶を手選別中、カ
ッターの刃が混入しており、袋を破るとき
刃先が指に刺さりそうになった。

袋が色付きで中身が判らない物の時は、薄
い部分を破り中身をすべて落とす様にして
分別するようにした。

38 熱中症
収集運搬後、処理場で分別作業していたら、
急に気分が悪くなり熱中症になりかけた。

熱中症対策として、直射日光の当たる場所
で仕分け等作業をするスタッフ用に扇風機
付きジャンパーを支給した。

岡山県産業廃棄物協会での主なヒヤリ・ハット事例紹介

令和３年度もヒヤリ・ハット事例調査を行いますので、
ご協力よろしくお願いします。
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趣味のコーナー

孤独のグルメ

　皆様、お昼ごはんちゃんと食べてますか？岡山県も3回目の緊急事態宣言が発令され、様々な活動
自粛を余儀なくされる中、飲食業界も大きなダメージを受けています。
　とは言え、いかなる状況下においてもお腹は空くもの。サラリーマンにとって嬉しくも悩ましい、
ランチタイム。今回はそんな悩みを解消すべく、年間300店近く食べ歩いたお店の中から、安くて美
味しいお店をいくつか紹介したいと思います。

㈱フルカワ商事　大国 直行　

　最初に紹介するお店は、井原市にある「馬かろう」
さん。岡山県内で唯一？の馬肉専門店で、お昼から
新鮮な馬刺しがリーズナブルな価格で食べられます。
こちらのお店は九州から生の馬肉を取り寄せており、
そこいらのお店のものとは鮮度が別次元。マズかろ
うはずがありません。

　次に紹介するのは、真備町の「ノラネコ食堂」
さん。西日本豪雨災害の時に川辺地区で炊き出し
を行っていた店主さんが、地元の方々の声を受け、
真備町復興の為にオープンさせたお店です。人気
の中華そば以外にも、安くてボリューム満点の定
食メニューが豊富にあり、お昼時はいつもお客さ
んで賑わう、地域で愛されるお店です。

　続きましては、岡山市南区泉田にある「元祖手打
ちうどんさぬきや」さん。ここは鍋焼きうどんが人
気のお店で、夏場でもお客さんの大半が鍋焼きうど
んをオーダーします。あと、熱々の鉄鍋を菜箸２本
で運ぶ女将さんのパフォーマンスは、危なっかしく
て見てられませんが必見です。ドリフなら間違いな
く大惨事になるシチュエーションでしょう。
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　津山に来たら食べたいのが「橋野食堂」さんのホ
ルモンうどん。某人気ロックバンドのボーカリスト
の実家がすぐ側にあり、昔からよく食べに来ていた
とか来てないとか。タレにちょっとクセがあり、好
みの分かれる味付けですが、個人的には結構好きで
すね。白ごはんによく合うウルトラソウル！な一品
です。

　県内で本格的な長崎ちゃんぽんを食べるなら岡
山市北区大供にある「なでしこ」さん。メニュー
は、長崎出身の女将さんが、材料を長崎から取り
寄せて作るこだわりのちゃんぽんと皿うどんの２
種類のみ。本格的なちゃんぽんを食べるのは、修
学旅行以来なので比較は出来ないけれど、どこか
懐かしい家庭で食べられる郷土料理のような優し
い味わいのちゃんぽんです。ちなみに店名は「な
でしこ」ですが、女将さんは御年八十の、でぇベ
テランです。

　最後に紹介するのは、備前市日生町の「山東水餃
大王」さん。ミシュランガイド岡山版にも掲載され
た人気のお店ですが、以外と平日は空いてたりしま
す。お店イチオシの水餃子は一人前７個入りで462
円。ミシュランの目に留まるだけの事はあり流石に
旨いんですが、小ぶりなサイズの為、二人前は食べ
ないと健康な成人男子は満足出来ないかと。ライス
も付けると結構高くつので、王将の偉大さを改めて
思い知らされます。

他にも紹介したいお店は山ほどありますが、スペースの都合上、今回はこの辺で。また機会があ
ればお会いしましょう。では。
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株式会社 並松商会

会 社 名：株式会社並松商会
代 表 者：代表取締役　並松知幸
本 　 社：〒712-8055　岡山県倉敷市南畝6丁目14－59
玉島工場：〒713-8103　岡山県倉敷市玉島乙島8255－39
　　　　　TEL 086（526）8333　FAX 086（526）8334
　　　　　ホームページ　https://www.namimatsu.jp/
事業内容：産業廃棄物（主に廃棄タイヤ）の収集・運搬・処分業（中間処理）
許可資格：�「産業廃棄物収集運搬業」岡山県、倉敷市、広島県、兵庫県、大阪府、山口県、香川県、

島根県、鳥取県、徳島県、愛媛県
　　　　　「産業廃棄物処分業」、「エコアクション２１認証・登録事業者」

私たちは地球環境保護を第一に考え、限りある資源を守るため、産業廃棄物の適正処理・リサイクル
活用・再資源化の推進・廃棄物の削減を目指し、地域社会に貢献できるよう努めます
� 代表取締役　並松知幸・社員一同

協力会社：株式会社ナミテック ◇機械・刃物のメンテナンス、破砕機製作などご相談ください。

倉敷支部
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協会支部：倉敷南支部	
会 社 名：株式会社　丸中
代 表 者：代表取締役　山口　陽平
本 社：〒712-8055　岡山県倉敷市南畝6丁目6番5号
事業内容：産業廃棄物収集運搬業
	 特別管理産業廃棄物収集運搬業
	 土木工事業
	 コンビナート内プラントメンテナンス業
許可資格：産業廃棄物収集運搬業	 岡山県・倉敷市・広島県・山口県・姫路市・堺市
	 特別管理産業廃棄物収集運搬業	 岡山県・広島県・山口県・堺市
	 建設業許可	 岡山県

　株式会社丸中は、昭和36年に創業し倉敷市
水島において産業廃棄物の収集運搬及び水島
コンビナートのプラントメンテナンス等を行
っている会社です。
　「安全第一」をモットーに今後も工場内の
様々なニーズにお応えできるよう邁進してま
いります。

倉敷南支部

株式会社 丸 中
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令和３年度講習会・研修会の開催について

　令和３年度の講習会・研修会の開催については、新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえながら、
中止、延期又は実施を決定していきます。開催情報は、随時お知らせしますのでご確認ください。

１　産業廃棄物処理業許可講習会（日本産業廃棄物処理振興センター主催）
　今年度の講習会はすべてインターネットによるオンライン講義と会場に出向く試験を組合せた「暫
定講習会」を開催しており、岡山県も試験会場となっています。
　暫定講習会の申込はWeb申込に限定されているため、受講者は各自で振興センターのホームペ
ージにアクセスし、試験会場の空き状況を確認してお申込みください。

� ■日本産業廃棄物処理振興センター　講習会申し込みサイト
　� https://www.jwnet.or.jp/workshop/application/index.html

２　視察研修会
　日帰り視察研修会、宿泊視察研修会とも中止します。

３　管理者研修会、実務担当者研修会
　今後の感染状況を踏まえ、規模を縮小して開催する予定です。令和3年11月以降

４　優良認定手続き説明会
　説明会は中止します。個別相談として対応しますので事務局までご連絡ください。

５　電子マニフェスト研修会、操作説明会
　・電子マニフェスト研修会は中止します。
　　なお、日本産業廃棄物処理振興センターがｗｅｂ研修会を開催しています。
　・操作説明会は今後の感染状況を踏まえ決定します。

（その他）環境クリーン作戦
　　支部で実施する環境クリーン作戦は、感染状況を踏まえ原則中止します。

災害協定締結証明書の発行について
　県との協定に基づく災害廃棄物処理支援体制強化のため、令和2年7月から災害時に協会が実施する廃棄
物処理業務に参加協力いただける会員の方を「支援承諾書」の提出により確認させていただいています。
これに伴い、自治体建設部局の経営事項審査に係る「災害協定締結証明書」の発行において、申請者が「支
援承諾書」を提出していることを確認しています。
　災害協定締結証明書を希望する会員の方で、「支援承諾書」を提出されてない場合は、事務局までご相
談ください。
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㈱重本組
代表取締役　小野卓也

〒701-1134　岡山市北区三和1553
TEL.086-294-5506　FAX.086-294-5405

収集運搬業【岡山中央支部】
令和3年4月22日入会

㈱Ｍワークス
代表取締役　松原祐太

〒704-8162　岡山市東区豊田2-3　
TEL.086-948-4020　FAX.086-948-4021

収集運搬業【岡山東支部】
令和3年7月27日入会

㈲賦実工業
代表取締役　田村　治

〒702-8002　岡山市中区桑野206-30　
TEL.086-277-4242　FAX.086-277-4433
収集運搬業・中間処理業【岡山東支部】

令和3年7月27日入会

アクティブ㈱
代表取締役　髙橋秀明

〒714-0075　笠岡市有田188-1
TEL.0865-66-3955　FAX.0865-66-3956

収集運搬業【井笠支部】
令和3年4月22日入会

㈲岡﨑開発
代表取締役　岡﨑義彦

〒704-8116　岡山市東区西大寺中3-24-6
TEL.086-944-0179　FAX.086-944-0179

収集運搬業【岡山東支部】
令和3年7月27日入会

㈱マサヤ商会
代表取締役　田原智明

〒701-0211　岡山市南区東畦499
TEL.086-282-4441　FAX.086-281-3848

収集運搬業【岡山西支部】
令和3年7月27日入会

新入会員の紹介（R3.2.1～R3.9.30入会）

よろしくお願いいたします

　新型コロナ下、通常の講習会が開催できないケースが増えていますので、ｗｅｂ開催される研修
会の一部をご紹介します。

○産業廃棄物処理実務者研修会－オンライン学習－（全国産業資源循環連合会）　
　産業廃棄物処理の基礎となる委託契約、マニフェスト、帳簿について学ぶ、オンライ
ンによる個人学習の研修会（協会の「実務担当者研修会」と同等の内容）有料

� https://www.zensanpairen.or.jp/disposal/training/jitumu2020/

○電子マニフェスト導入実務説明会－Web説明会－（日本産業廃棄物処理振興センター）
　電子マニフェストの導入を検討している排出事業者、処理業者、建設業者等を対象に
したオンラインによる説明会（協会の「電子マニフェスト研修会」と同等の内容）無料

� https://www.jwnet.or.jp/jwnet/setsumeikai_E.html

ｗｅｂ研修会の開催情報
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　令和2年12月28日、「押印を求める手続の見直し等のための環境省関係省令の一部を改正する省令」
の公布に伴い、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則が一部改正され、（公社）全国産業資源循
環連合会の発行する産業廃棄物管理票（マニフェスト）は、交付担当者欄の「印」が削除され、運搬
の受託欄及び処分の受託欄の「受領印」は「受領欄」に改められました。
これにより、
①�交付担当者欄は、排出事業者が産業廃棄物を引き渡すとき、交付した担当者の氏名を記載し、押印

の必要はありません。
②�運搬の受託欄は、運搬受託者が排出事業者から産業廃棄物を受領したとき、受託者の氏名又は名称、

運搬担当者の氏名を記入し、「受領欄」にサイン（又は押印）をします。
③�処分の受託欄は、処分受託者が運搬担当者又は排出事業者から産業廃棄物を受領したとき、受託者

の氏名又は名称、処分担当者の氏名を記入し、「受領欄」にサイン（又は押印）をします。
注1）旧様式は、当分の間使用できますので、二本線で消すか訂正してお使いください。
注2）「受領欄」は、廃棄物処理法上、記載の義務はありません。

ご存じですか？
産業廃棄物マニフェストの押印欄がなくなりました。

1

2
3
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天空の山城として知られる備中松山
城。近年は新しく迎えた城主が注目
の的。平成30年7月豪雨後に備中松山
城へ住み着き、愛想の良さと可愛らし
さで人気となり、平成30年12月に猫
城主に就任。備中松山藩出身の新選組
七番隊組長・谷三十郎にちなみ「さん
じゅーろー」と名付けられた。猫城主
として発信を行うSNSは多くのフォ
ロワーを持ち、今ではさんじゅーろー
に会いに来る観光客も少なくない。

表　紙
写　真
ガイド

猫城主さんじゅーろーと備中松山城（高梁市）

令和３年９月30日発行
発　行　一般社団法人岡山県産業廃棄物協会
　　　　〒701-1152岡山市北区津高628-6
　　　　TEL086-254-9383　FAX086-254-8766

編　集　総務広報委員会
印　刷　萌友出版

気候変動による自然災害は激化の一途をたどっています。
人間は戻ることができない「転換点」にさしかかっていると気候学者は警鐘を鳴らしています。
また最近の記事では国連環境計画と世界気象機関が設立した気候変動評価機関・気候変動
に関する政府間パネル(IPCC)がおよそ8年ぶりに報告書を発表し、その中で「地球温暖化は
人間が原因」と初めて断定したとのことです。
今までのつけが回ってきています。この事態を回避できるかできないかは我々次第です。
� by 033

会報・くりーん岡山第63号



牛窓港湾運輸株式会社
代表取締役　田中大一
牛窓港湾運輸株式会社
代表取締役　田中大一

一般貨物自動車運送業／建築資材販売業／産業廃棄物処理事業／一般建築業
岡山県瀬戸内市牛窓町長浜 4959-2　tel:0869-34-4978  fax:0869-34-4155
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